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	訓練課題実施要領
訓練課題名「１穴パンチ製作課題：部品③　旋盤・フライス盤作業」


本訓練課題では、一人一台の実習環境での問題を作成しておりますので、問題で示している使用機器・器具などない場合やグループでの作成など行なう場合は、必要に応じて課題時間や問題文・解答等修正、評価方法など各施設の訓練実施環境に合わせて変更していただきますようお願いいたします。下記、実施要領は訓練課題の取組み事例としてご参照ください。

１　課題名：１穴パンチ製作課題：部品③　旋盤・フライス盤作業
（１）軸部品加工
（２）位置決め穴加工(ドリル加工、ザグリ加工、エンドミル加工、タップ加工)
２　課題時間
	No
	作業内容
	標準時間
	打ち切り時間

	１
	準備時間
	１２０分
	

	２
	普通旋盤作業
	１８０分
	２４０分

	３
	フライス盤作業
	
	

	４
	タップ作業
	
	

	合　　　計
	３００分
	３６０分


（１）打ち切り時間で全ての作業を終了させる。

（２）打ち切り時間に達しても未完成の場合は、その時点の製品について評価する。

（３）未完成の製品については、補習または再試験等で完成させる。

（４）その他については、「実技課題」を参考とすること。
３　訓練課題実施手順
（１）訓練課題実施に必要な資料等を配布する。
（２）作業開始前に「実技課題」について説明する。

　　イ　課題図

ロ　支給材料
ハ　使用機材機器等一覧

ニ　安全衛生作業

ホ　注意事項

ヘ　作業条件
ト　加工仕様

チ　評価の観点

（３）材料を支給し、数量や寸法を確認させる。
（４）課題製作に必要な使用機材機器を確認させる。

（５）課題製作を開始させる。

（６）課題製作を完了したら、「訓練課題確認シート」を参考に測定・採点をさせる。
（７）製作した課題と各提出資料を提出させ、課題終了とする。
